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禅
経
典
に
お
け
る
弥
勒
信
仰

阿

部

宏

貴
（
貴

子
）

は
じ
め
に

　

弥
勒
（M

aitreya

）
と
い
え
ば
、
中
央
ア
ジ
ア
・
ガ
ン
ダ
ー
ラ
周
辺
で
、
ミ
ト
ラ
教
や
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
と
い
っ
た
異
教
と
の
交

流
を
背
景
と
し
て
生
ま
れ
た
尊
格
と
さ
れ
て
い
る）

1
（

。
仏
教
経
典
に
お
い
て
は
、
す
で
に
そ
の
名
が
『
ス
ッ
タ
・
ニ
パ
ー
タ
』
に
現
れ
、

阿
含
経
典
や
部
派
文
献
で
は
未
来
仏
と
し
て
登
場
し）

2
（

、
大
乗
経
典
に
な
る
と
兜
率
天
往
生
や
浄
土
の
様
子
が
描
写
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
中
国
の
信
仰
に
お
い
て
は
、
北
魏
の
四
～
五
世
紀
頃
に
当
時
の
末
法
観
と
と
も
に
弥
勒
の
下
生
が
求
め
ら
れ
、
偽
経
も
相

次
い
で
作
成
さ
れ
た
。
ま
た
、
弥
勒
の
下
生
を
待
た
ず
に
先
に
兜
率
天
で
そ
の
法
を
受
け
る
兜
率
天
往
生
も
大
い
に
注
目
を
集
め
た

が
、
唐
代
に
な
る
と
阿
弥
陀
浄
土
へ
と
人
々
の
関
心
は
移
っ
て
い
っ
た
と
い
う）

3
（

。
し
か
し
、
中
央
ア
ジ
ア
で
は
盛
ん
に
信
仰
さ
れ

て
お
り
、
玄
奘
は
『
大
唐
西
域
記
』
の
な
か
で
、
コ
ー
タ
ン
等
の
地
域
に
て
滅
尽
定
に
入
っ
た
ま
ま
弥
勒
の
出
世
を
待
つ
阿
羅
漢
た

ち
が
僧
侶
に
供
養
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る）

4
（

。
こ
う
し
た
入
定
信
仰
は
、
日
本
に
お
い
て
は
弘
法
大
師
空
海
の
入
定
説
や

兜
率
天
往
生
説
と
結
び
つ
き
、
高
野
山
を
弥
勒
下
生
地
と
す
る
伝
承
と
相
俟
っ
て
、
弟
子
た
ち
の
兜
率
往
生
信
仰
へ
と
展
開
し
て
い
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っ
た
。

　

イ
ン
ド
瑜
伽
行
唯
識
派
に
お
い
て
も
、
弥
勒
は
そ
の
祖
と
し
て
重
視
さ
れ
て
き
た
。
か
つ
て
弥
勒
が
史
的
人
物
で
あ
る
と
の
見

解
が
出
さ
れ
た
が
、
多
く
の
議
論
を
経
て）

5
（

、
現
在
で
は
伝
記
類
の
記
述
か
ら
無
著）

6
（

（A
saṅga

）
が
禅
定
に
お
い
て
弥
勒
菩
薩
よ
り

教
説
を
受
持
し
た
と
い
う
見
方
が
一
般
的
と
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
最
も
古
い
伝
記
と
し
て
真
諦
（Param

ārtha

、
四
九
九
〜

五
六
九
）
の
『
婆
藪
槃
豆
法
師
伝
』
が
あ
る
が
、
そ
こ
で
無
著
は
小
乗
の
空
観
で
は
満
足
せ
ず
、
度
々
そ
の
神
通
力
に
よ
っ
て
兜
率

天
で
弥
勒
菩
薩
に
見
え
、四
ヶ
月
を
か
け
て
『
瑜
伽
師
地
論
』
の
説
法
を
受
け
た
こ
と
を
記
し
て
い
る）

7
（

。
主
な
瑜
伽
行
派
の
典
籍
（
弥

勒
の
五
書
）
も
―
中
国
と
チ
ベ
ッ
ト
の
伝
承
に
差
異
は
あ
れ
―
概
し
て
弥
勒
菩
薩
説
に
よ
る
無
著
の
記
述
と
見
な
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
伝
説
に
は
、無
著
と
世
親
の
属
し
て
い
た
有
部
に
お
い
て
、弥
勒
信
仰
が
盛
ん
で
あ
っ
た
と
い
う
背
景
が
あ
る
。
ポ
ー

ル
・
ド
ゥ
ミ
エ
ヴ
ィ
ル
（
一
九
五
四
）
は
、
中
国
に
お
け
る
伝
記
類
の
考
察
か
ら
、
禅
経
典
の
作
者
と
さ
れ
る
カ
シ
ミ
ー
ル
有
部
の

瑜
伽
師
が
二
世
紀
か
ら
四
世
紀
に
か
け
て
弥
勒
信
仰
を
持
っ
て
い
た
と
述
べ
て
い
る）

8
（

。
ま
た
明
神
洋（
一
九
八
八
）は『
増
一
阿
含
経
』

「
十
不
善
品
」
や
、『
婆
沙
論
』
の
説
く
弥
勒
出
世
を
め
ぐ
る
物
語
は）

9
（

、
大
乗
思
想
に
基
づ
く
下
生
信
仰
の
影
響
を
受
け
て
成
立
し

た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る）

11
（

。
そ
の
た
め
、
無
著
と
世
親
の
周
辺
で
、
部
派
仏
教
な
い
し
有
部
の
伝
承
を
背
景
と
し
つ
つ）

11
（

、
大
乗

仏
教
の
影
響
を
受
け
た
弥
勒
信
仰
が
広
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
弥
勒
を
主
題
と
す
る
諸
文
献
や
伝
記
類
の
考
察
は
為
さ
れ
て
き
た
が
、
有
部
の
瑜
伽
師
た
ち
が
記
し
た
と
さ
れ
る

禅
経
典
が
、
ど
の
よ
う
に
弥
勒
菩
薩
を
説
い
て
き
た
か
に
つ
い
て
中
心
的
に
扱
っ
た
研
究
は
見
当
た
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は

ま
ず
禅
経
典
に
お
け
る
弥
勒
に
関
す
る
記
述
を
確
認
す
る
。
ま
た
禅
経
典
が
説
く
観
想
の
イ
メ
ー
ジ
に
は
、
油
・
香
油
の
表
現
が
多

く
見
ら
れ
る
。
そ
れ
に
弥
勒
と
の
接
点
が
あ
る
か
ど
う
か
を
検
討
し
て
み
た
い
。
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一
、
禅
経
典
に
お
け
る
弥
勒

（
一
）
禅
経
典
と
は

　

は
じ
め
に
、
本
稿
で
考
察
す
る
禅
経
典
と
は
い
か
な
る
文
献
群
を
指
す
の
か
、
山
部
能
宜
（
二
〇
一
一
）
の
分
類
を
参
考
に
記
し

て
お
く
と
次
の
通
り
で
あ
る）

11
（

。

〈
初
期
〉

　
『
道
地
経
』
安
世
高
訳
（『
出
三
蔵
記
集
』
に
よ
れ
ば
、
一
四
七
～
一
六
七
年
訳
出
）

　
『
修
行
道
地
経
』
竺
法
護
訳
（『
出
三
蔵
記
集
』
に
よ
れ
ば
、
二
八
四
年
訳
出
）

〈
中
～
後
期　

第
一
グ
ル
ー
プ
〉

　
『
坐
禅
三
昧
経
』
鳩
摩
羅
什
訳
（『
歴
代
三
宝
記
』
に
よ
れ
ば
、
四
〇
二
年
訳
出
）

　
『
禅
法
要
解
』
鳩
摩
羅
什
訳

　
『
思
惟
略
要
法
』
鳩
摩
羅
什
訳

　
『
達
磨
多
羅
禅
経
』
仏
陀
跋
陀
羅
訳
（『
仏
祖
統
紀
』
に
よ
れ
ば
、
四
一
三
年
頃
訳
出
）

〈
中
～
後
期　

第
二
グ
ル
ー
プ
〉

　
『
五
門
禅
経
要
用
法
』
曇
摩
蜜
多
訳

　
『
禅
秘
要
法
経
』
鳩
摩
羅
什
ま
た
は
曇
摩
蜜
多
訳
（『
出
三
蔵
記
集
』
に
よ
れ
ば
、
四
四
一
年
訳
出
））

13
（

　
『
治
禅
病
秘
要
法
』
沮
渠
京
声
訳
（『
出
三
蔵
記
集
』
に
よ
れ
ば
、
四
五
四
年
頃
訳
出
））

11
（
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『
梵
文
瑜
伽
書
』（Yogalehrbuch

）（
漢
訳
・
チ
ベ
ッ
ト
訳
は
無
い
）

　
　

　

こ
の
な
か
で
初
期
の
禅
経
典
は
、
衆
護
造
（
僧
伽
羅
叉
）
と
さ
れ
る
『
道
地
経
』『
修
行
道
地
経
』
で
あ
る
。
そ
の
他
は
、
訳
者

が
鳩
摩
羅
什
（
三
四
四
～
四
一
三
頃
）、
仏
陀
跋
陀
羅
（
三
五
九
～
四
二
九
）、
曇
摩
蜜
多
（
三
五
六
～
四
四
二
）、
沮
渠
京
声
（
五

世
紀
）
と
、
概
ね
同
じ
世
代
で
あ
る
た
め
暫
定
的
に
中
～
後
期
と
し
て
お
く
。
山
部
能
宜
は
さ
ら
に
こ
れ
を
ア
ビ
ダ
ル
マ
の
修
行
論

に
比
較
的
近
い
も
の
〈
第
一
グ
ル
ー
プ
〉
と
、
特
異
な
観
想
イ
メ
ー
ジ
を
も
つ
も
の
〈
第
二
グ
ル
ー
プ
〉
と
で
分
け
て
い
る
。
ま
た

中
～
後
期
の
禅
経
典
は
、
観
仏
を
主
題
と
し
た
仏
陀
跋
陀
羅
訳
『
観
仏
三
昧
海
経
』、
沮
渠
京
声
訳
『
観
弥
勒
菩
薩
上
生
兜
率
天
経
』、

畺
良
耶
舍
訳
『
観
薬
王
薬
上
二
菩
薩
経
』『
観
無
量
寿
経
』
な
ど
と
密
接
に
関
係
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
二
）
禅
経
典
に
見
ら
れ
る
弥
勒
の
言
及

　

で
は
禅
経
典
に
お
い
て
、
弥
勒
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
『
修
行
道
地
経
』『
達
磨
多
羅
禅
経
』
は
、『
瑜
伽

師
地
論
』
で
も
詳
述
さ
れ
る
五
停
心
観
（
不
浄
観
・
慈
愍
観
・
縁
性
縁
起
観
・
界
分
別
観
・
入
出
息
念
）
を
説
き
、
弥
勒
や
他
の
仏

菩
薩
に
つ
い
て
は
言
及
が
無
い
。『
禅
法
要
解
』
は
、
不
浄
観
、
四
無
量
、
白
骨
観
、
四
諦
、
初
禅
か
ら
非
想
非
非
想
処
、
神
通
力

を
説
き
、
神
通
に
よ
っ
て
仏
に
見
え
る
こ
と
を
説
く
が
具
体
的
な
対
象
に
つ
い
て
は
述
べ
て
い
な
い
。『
坐
禅
三
昧
経
』
は
五
停
心

観
の
う
ち
界
分
別
観
の
代
わ
り
に
念
仏
三
昧
を
入
れ
、
釈
迦
牟
尼
仏
の
三
十
二
相
八
十
種
好
や
諸
仏
の
色
身
を
観
察
し
て
そ
れ
ら
に

見
え
、
説
法
を
聞
く
と
説
い
て
い
る
。
だ
が
弥
勒
菩
薩
や
そ
の
他
の
仏
菩
薩
に
つ
い
て
は
記
述
が
無
い
。

　
『
思
惟
略
要
法
』
は
、
五
門
禅
導
入
、
四
無
量
観
、
不
浄
観
、
白
骨
観
、
観
仏
三
昧
、
生
身
観
、
法
身
観
、
十
方
諸
仏
観
、
観
無

量
寿
仏
法
、
諸
法
実
相
観
、
法
華
三
昧
観
を
挙
げ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
不
浄
観
の
説
明
の
最
後
に
、
不
浄
観
と
白
骨
観
を
為
せ
ば
来
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世
に
諸
仏
の
前
に
生
ま
れ
、
そ
れ
が
出
来
な
く
と
も
兜
率
天
に
生
ま
れ
て
弥
勒
に
見
え
る
と
説
い
て
い
る）

15
（

。
し
か
し
そ
の
後
の
観

仏
三
昧
で
は
、
仏
の
相
好
を
観
じ
て
十
方
に
も
諸
仏
を
観
ず
る
こ
と
を
説
き
、
無
量
寿
仏
法
で
は
無
量
寿
仏
の
観
想
方
法
を
説
明
し
、

諸
法
実
相
観
で
は
こ
れ
に
よ
り
無
量
寿
仏
の
国
土
に
生
ま
れ
る
と
し
、
最
後
に
法
華
三
昧
を
説
明
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
弥
勒
に
見

え
る
こ
と
を
示
す
も
の
の
、
そ
れ
を
無
量
寿
仏
の
観
察
よ
り
も
下
位
の
修
行
と
結
び
つ
け
て
い
る
。
な
お
第
二
グ
ル
ー
プ
の
『
五
門

禅
経
要
用
法
』
に
は
、『
思
惟
略
要
法
』
の
内
容
が
混
入
さ
れ
て
お
り）

11
（

、
弥
勒
に
つ
い
て
も
同
じ
所
説
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
以
外

に
特
別
な
説
明
は
な
い
。

　

他
方
、『
梵
文
瑜
伽
書
』
の
現
存
す
る
部
分
や
『
禅
秘
要
法
経
』『
治
禅
病
秘
要
法
』
に
お
い
て
は
、
無
量
寿
仏
の
言
及
は
確
認
で

き
ず
、
弥
勒
に
関
す
る
説
示
が
よ
り
多
く
為
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
所
説
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。

『
梵
文
瑜
伽
書
』

　
『
梵
文
瑜
伽
書
』
は
中
央
ア
ジ
ア
の
キ
ジ
ル
近
郊
で
発
見
さ
れ
た
文
献
で
あ
り
、
漢
訳
・
チ
ベ
ッ
ト
訳
は
存
在
し
な
い
が
、
サ
ン

ス
ク
リ
ッ
ト
写
本
の
断
片
が
残
さ
れ
て
お
り
、
デ
ィ
ー
タ
ー
・
シ
ュ
リ
ン
グ
ロ
フ
に
よ
る
校
訂
本
（H

artm
ann 2006

）
が
あ
る
。

タ
イ
ト
ル
部
分
の
原
語
が
不
明
で
あ
る
た
め
、
一
般
に
シ
ュ
リ
ン
グ
ロ
フ
の
表
現
に
従
い
「
ヨ
ー
ガ
の
教
科
書
」（Yogalehrbuch

）

と
称
さ
れ
、
国
内
で
は
山
部
能
宜
に
よ
り
『
梵
文
瑜
伽
書
』
と
い
う
名
称
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。『
梵
文
瑜
伽
書
』
の
構
成
は
有
部

の
教
理
を
も
つ
『
達
磨
多
羅
禅
経
』
に
近
似
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
、説
一
切
有
部
所
伝
の
『
ウ
ダ
ー
ナ
・
ヴ
ァ
ル
ガ
』（U

dānavarga

）

と
同
じ
語
句
の
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
も
か
つ
て
『
梵
文
瑜
伽
書
』「
入
出
息
念
章
」
に
説
か
れ
る
十
六
段
階
の
入

出
息
念
が
、『
雑
阿
含
経
』『
達
磨
多
羅
禅
経
』『
瑜
伽
師
地
論
』｢

声
聞
地｣
に
ト
レ
ー
ス
で
き
る
こ
と
を
論
じ
て
お
り）

17
（

、
明
確
に

有
部
の
伝
承
を
受
け
た
文
献
と
い
え
る
。
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さ
て
山
部
能
宜
（
二
〇
一
〇
、
二
〇
一
四
）
は
、『
梵
文
瑜
伽
書
』
に
説
か
れ
る
特
異
な
視
覚
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
注
目
し
、
た

と
え
ば
灌
頂
、
蓮
華
化
生
の
童
子
、
水
晶
の
人
と
い
っ
た
表
現
は
、『
禅
秘
要
法
経
』『
観
仏
三
昧
海
経
』
と
共
通
し
、
灌
頂
の
描
写

は
密
教
文
献
と
近
似
す
る
点
が
あ
る
と
い
う
。

　

そ
こ
で
、
弥
勒
の
言
及
に
つ
い
て
も
確
認
し
て
み
よ
う
。「
入
出
息
念
章
」
で
は
、
入
出
息
の
十
六
段
階
の
観
察
方
法
を
説
き
終

え
た
後
に
、
未
来
と
過
去
を
観
察
す
る
と
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
未
来
の
修
習
に
つ
い
て
は
、
真
珠
に
覆
わ
れ
た
低
地
を
見
る
。
そ
の
上
方
に
は
、
日
輪
上
に
広
大
に
光
り
輝
く
諸
々
の
宝
珠

が
あ
り
、
瑜
伽
行
者
は
そ
の
〔
日
輪
に
〕
乗
っ
た
自
分
自
身
を
見
る
。
そ
し
て
現
等
覚
を
得
た
聖
な
る
弥
勒
が
無
数
の
数
千
も

の
声
聞
た
ち
に
囲
繞
さ
れ
て
い
る
の
〔
を
見
る
〕。
そ
し
て
、
そ
の
幾
人
か
の
比
丘
た
ち
が
〔
第
一
段
階
の
〕「
長
さ
」〔
の
入

出
息
念
〕
を
行
じ
て
い
る
の
を
見
、
な
い
し
幾
人
か
の
〔
比
丘
た
ち
〕
が
〔
第
十
六
段
階
の
〕「
滅
の
観
察
」〔
の
入
出
息
念
〕

を
行
じ
て
い
る
の
を
見
る
。
…
過
去
の
修
習
に
つ
い
て
は
、
逆
の
順
序
に
、
迦
葉
を
は
じ
め
毘
婆
尸
ま
で
の
諸
仏
た
ち
が
眷
属

を
伴
っ
て
い
る
の
を
見
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
で
善
根
を
行
じ
て
い
る
他
な
ら
ぬ
自
分
自
身
を
見
る
。」（Yogalehrbuch, 

128V
4–R1

））
11
（

　

こ
こ
で
は
未
来
に
つ
い
て
観
察
し
、
諸
々
の
宝
珠
に
飾
ら
れ
た
日
輪
に
行
者
自
身
が
い
て
、
弥
勒
と
そ
れ
を
囲
繞
す
る
多
く
の
声

聞
た
ち
が
第
一
段
階
～
第
十
六
段
階
ま
で
の
入
出
息
念
を
行
じ
て
い
る
と
イ
メ
ー
ジ
す
る
。
さ
ら
に
過
去
に
つ
い
て
の
観
察
で
は
迦

葉
（K

āśyapa

）
か
ら
毘
婆
尸
（V

ipaśyin

）
ま
で
の
過
去
七
仏
を
観
想
す
る
と
い
う
。
こ
の
文
献
に
お
い
て
弥
勒
と
過
去
七
仏
の
ほ

か
に
仏
菩
薩
の
名
称
が
確
認
で
き
な
い
た
め
、
弥
勒
と
と
も
に
過
去
七
仏
が
信
仰
さ
れ
、
特
別
な
存
在
と
見
な
さ
れ
て
い
た
と
い
え
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る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
過
去
七
仏
の
言
及
は
見
ら
れ
な
い
が
、「
悲
章
」
で
は
瑜
伽
行
者
の
観
想
に
関
し
て
、
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。

「
そ
こ
で
、
浄
居
天
の
神
々
に
囲
ま
れ
た
世
尊
は
、
右
側
の
蓮
華
の
蕾
の
な
か
に
坐
り
、
浄
居
天
の
神
々
た
ち
は
諸
々
の
花
弁

の
う
え
に
〔
坐
る
〕。
菩
薩
衆
に
囲
ま
れ
た
聖
な
る
弥
勒
は
、
左
側
の
蓮
華
の
蕾
の
な
か
に
坐
り
、
菩
薩
た
ち
は
諸
々
の
花
弁

の
う
え
に
〔
坐
る
〕。」（Yogalehrbuch, 152V

3–4

））
19
（

　

す
な
わ
ち
行
者
は
、
自
分
の
右
側
に
釈
尊
、
左
側
に
弥
勒
が
い
る
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
と
い
う
。
ま
た
こ
れ
に
続
い
て
、
瑜
伽

行
者
が
誓
願
を
起
こ
す
と
、
釈
尊
は
「
汝
は
未
来
世
に
お
い
て
一
切
衆
生
の
病
気
を
除
く
も
の
と
な
り
、
正
等
覚
者
と
な
る
で
あ
ろ

う
」
と
行
者
を
授
記
し
、
釈
尊
と
弥
勒
は
現
世
に
降
り
て
き
た
と
同
じ
よ
う
に
、
と
も
に
上
昇
し
て
い
く
の
を
見
る
と
説
い
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
釈
尊
と
弥
勒
と
を
並
列
す
る
例
と
し
て
、『
婆
沙
論
』
に
は
そ
れ
ら
の
菩
薩
の
過
去
世
を
説
く
箇
所
が
あ
る
。
こ
こ
で

は
過
去
二
十
四
仏
中
の
底
沙
仏
（Tissa

）
の
と
き
、
釈
迦
菩
薩
と
弥
勒
菩
薩
の
二
弟
子
が
お
り
、
自
ら
の
行
と
し
て
は
弥
勒
の
方

が
釈
迦
よ
り
も
先
に
円
満
す
る
も
の
の
、
釈
迦
は
所
化
た
ち
と
と
も
に
弥
勒
よ
り
も
先
に
正
覚
を
円
満
し
た
と
説
い
て
い
る）

11
（

。
つ

ま
り
弥
勒
の
利
他
行
が
未
来
に
ま
で
続
く
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
説
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、『
梵
文
瑜
伽
書
』
の
当
箇

所
は
単
に
弥
勒
へ
の
信
仰
が
あ
る
と
い
う
よ
り
も
、
過
去
仏
か
ら
未
来
仏
へ
と
い
う
脈
絡
の
中
に
行
者
自
身
を
投
影
す
る
と
い
う
観

想
を
表
し
て
い
る
と
い
え
る
。
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『
禅
秘
要
法
経
』

　

次
に
『
禅
秘
要
法
経
』
を
確
認
し
て
み
よ
う
。
エ
リ
ッ
ク
・
Ｍ
・
グ
リ
ー
ン
（
二
〇
一
二
）
に
よ
れ
ば
、
こ
の
経
典
は
イ
ン
ド
ま

た
は
中
央
ア
ジ
ア
か
ら
中
国
へ
も
た
ら
さ
れ
、
中
国
に
て
書
写
さ
れ
た
。
ま
た
『
禅
秘
要
法
経
』
と
『
治
禅
病
秘
要
法
』
は
元
来
『
治

禅
病
秘
要
法
』
に
題
名
が
記
さ
れ
る
『
禅
要
秘
密
治
病
経
』
と
い
う
名
称
の
文
献
で
あ
り
、『
禅
秘
要
法
経
』
に
『
治
禅
病
秘
要
法
』

が
後
続
す
る
形
で
一
つ
の
経
典
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
た
と
い
う）

11
（

。

　
『
禅
秘
要
法
経
』
は
、
不
浄
観
、
白
骨
観
、
四
大
観
、
金
剛
観
、
観
仏
三
昧
、
数
息
観
に
つ
い
て
独
特
な
観
想
の
イ
メ
ー
ジ
を
説

い
て
い
る
。
こ
の
う
ち
弥
勒
に
関
す
る
箇
所
を
挙
げ
る
と
、
不
浄
観
に
お
い
て
行
者
は
荒
れ
狂
う
象
に
、
諸
龍
や
夜
叉
が
立
ち
向
か

う
と
い
う
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
見
る
が
、
懴
悔
法
を
修
し
て
礼
拝
す
る
な
ら
ば
、
如
来
の
真
影
が
現
れ
て
そ
の
恐
怖
か
ら
覚
め
る
と
い
う
。

尊
者
ピ
ン
ド
ー
ラ
も
ま
た
、
釈
尊
の
真
影
を
見
終
わ
っ
た
の
ち
に
、
過
去
七
仏
が
出
現
し
光
明
を
放
ち
飛
来
し
て
十
八
変
を
為
す
と

い
う
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
見
て
歓
喜
を
生
じ
た
と
し
、
釈
尊
は
阿
難
に
こ
の
こ
と
を
告
げ
て
、
次
の
よ
う
に
説
く
。

「
若
し
復
た
人
有
り
て
、
繋
念
諦
觀
し
て
舉
身
の
白
骨
な
る
を
見
れ
ば
、
此
の
人
命
終
し
て
兜
率
陀
天
に
生
じ
、
一
生
補
處
菩

薩
に
し
て
、
號
し
て
彌
勒
と
曰
う
に
値
遇
せ
ん
。
彼
の
天
を
見
已
っ
て
、
隨
從
し
て
樂
を
受
け
、
彌
勒
成
佛
せ
ば
、
最
初
に
法

を
聞
い
て
阿
羅
漢
果
を
得
。
三
明
六
通
し
て
八
解
脱
を
具
せ
ん
。」（
大
正
蔵
二
五
四
下
一
〇
～
一
三
）

　

つ
ま
り
、
不
浄
観
お
よ
び
白
骨
観
を
至
心
に
行
ず
る
な
ら
ば
、
そ
の
者
は
死
後
に
兜
率
天
に
生
じ
て
弥
勒
菩
薩
に
見
え
る
と
い
う
。

そ
し
て
弥
勒
が
下
生
し
て
説
法
を
す
る
際
に
も
そ
こ
で
法
を
聞
い
て
阿
羅
漢
果
を
得
る
と
述
べ
て
い
る
。
他
の
箇
所
で
も
ま
た
白
骨

観
を
行
う
こ
と
に
よ
り
た
と
え
解
脱
し
て
い
な
く
と
も
諸
々
の
苦
難
を
免
れ
、
未
来
世
に
お
い
て
弥
勒
の
龍
華
会
で
説
法
を
聞
く
こ
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と
が
で
き
る
と
い
う）

11
（

。
白
骨
観
に
よ
り
兜
率
天
で
弥
勒
菩
薩
に
遭
う
こ
と
は
『
思
惟
略
要
法
』
に
も
説
か
れ
て
い
た
が
、
こ
こ
で

は
弥
勒
に
追
随
し
て
下
生
し
、
龍
華
会
で
説
法
を
受
け
て
解
脱
す
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。

　

こ
の
文
脈
に
続
い
て
、
釈
尊
と
過
去
七
仏
に
つ
い
て
の
観
想
も
説
い
て
い
る
。

「
爾
の
時
、
復
た
釋
迦
牟
尼
佛
の
影
を
見
る
。
釋
迦
牟
尼
佛
の
影
を
見
已
り
て
、
復
た
過
去
六
佛
の
影
を
見
る
を
得
ん
。
是
の
時
、

諸
の
佛
影
は
頗
梨
鏡
の
如
く
明
顯
も
觀
る
べ
し
。
各
お
の
右
手
を
伸
ば
し
、
行
者
の
頂
を
摩
し
、
諸
佛
如
來
は
自
ら
名
字
を
説

く
。
第
一
の
佛
言
わ
く
、
我
れ
は
是
れ
毘
婆
尸
な
り
。
第
二
の
佛
言
わ
く
、
我
れ
は
是
れ
尸
棄
な
り
。
…
爾
の
時
、
七
佛
、
各

お
の
眉
間
白
毫
大
人
の
相
光
を
放
ち
、
光
明
大
に
し
て
娑
婆
世
界
及
び
琉
璃
身
を
照
ら
し
て
皆
な
明
顯
な
ら
し
む
。」（
二
五
四

上
五
～
一
六
）

　

こ
の
よ
う
に
、
釈
尊
の
真
影
に
続
い
て
過
去
七
仏
が
現
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
手
を
伸
ば
し
て
行
者
の
頭
頂
に
触
れ
、
各
々
の
名
字
を
授

け
る
と
い
う
。
こ
う
し
て
行
者
は
七
仏
の
光
明
を
観
察
す
る
と
、
様
々
な
化
仏
―
十
八
変
を
現
す
も
の
や
、
経
行
を
行
ず
る
も
の
や
、

深
く
禅
定
に
入
っ
て
い
る
も
の
な
ど
―
が
出
現
す
る
と
説
い
て
い
る
。
続
い
て
空
の
観
想
に
入
る
と
化
仏
は
す
べ
て
滅
し
て
た
だ
七

仏
の
み
が
残
り
、
そ
こ
で
三
十
七
菩
提
分
法
を
説
法
す
る
と
示
し
て
い
る
。

『
治
禅
病
秘
要
法
』

　
『
治
禅
病
秘
要
法
』
は
『
禅
秘
要
法
経
』
に
後
続
す
る
文
献
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
経
題
の
通
り
治
病
に
関
す
る
方
法
を
説
く
。
ま

ず
釈
尊
が
入
出
息
に
よ
る
風
大
の
乱
れ
に
よ
っ
て
錯
乱
状
態
に
陥
っ
た
比
丘
に
、
四
大
観
を
も
っ
て
四
大
の
不
調
を
治
癒
す
る
方
法
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を
示
す
。
そ
こ
で
は
、
次
の
よ
う
に
禅
定
に
よ
っ
て
弥
勒
菩
薩
の
兜
率
天
へ
趣
き
、
そ
こ
で
文
殊
等
の
他
の
仏
菩
薩
に
見
え
る
こ
と

を
述
べ
て
い
る
。

「
彼
の
諸
神
等
、
先
ず
行
ず
る
者
を
し
て
彌
勒
菩
薩
に
見
ゆ
る
を
得
せ
し
む
。
彌
勒
菩
薩
の
所
に
於
い
て
文
殊
師
利
等
の
一
切

諸
菩
薩
、
及
び
十
方
佛
に
見
え
ん
。」（
三
三
八
下
一
～
三
）

　

そ
の
後
、
煩
悩
を
治
め
る
方
法
や
、
頭
痛
や
眼
痛
へ
の
対
処
法
を
述
べ
る
。
そ
し
て
、
地
三
昧
に
入
っ
て
恐
怖
失
心
す
る
と
き
に

は
、
次
の
よ
う
に
観
察
す
る
こ
と
を
指
示
し
て
い
る
。

「
爾
の
時
、
應
當
に
先
ず
佛
影
を
想
い
、
金
剛
際
を
見
る
べ
し
。
金
剛
幢
の
端
に
摩
尼
鏡
有
り
て
過
去
七
佛
、
鏡
中
に
影
現
す
。

復
た
當
に
毘
婆
尸
佛
の
眉
間
の
白
毫
、
尸
棄
佛
の
眉
間
の
白
毫
…
諦
觀
す
べ
し
。
…
此
れ
を
見
聞
す
る
と
雖
も
、
一
心
に
身
に

於
い
て
白
骨
の
山
を
觀
ぜ
よ
。
即
ち
釋
迦
牟
尼
佛
に
見
え
ん
。
澡
罐
の
水
を
以
っ
て
其
の
頂
上
に
灌
ぎ
、
餘
の
六
佛
も
亦
た
爾

り
。」（
三
三
九
下
二
一
～
三
四
〇
上
三
）

　

す
な
わ
ち
、
ま
ず
仏
影
を
観
察
し
て
金
輪
際
お
よ
び
金
剛
幢
の
端
の
摩
尼
鏡
を
見
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
過
去
七
仏
の
影
が
出
現
す

る
と
い
う
。
そ
こ
で
毘
婆
尸
佛
を
は
じ
め
と
す
る
七
仏
た
ち
の
白
毫
を
観
想
し
、
一
心
に
白
骨
観
を
行
ず
る
な
ら
ば
、
釈
迦
牟
尼
に

見
え
る
。
そ
し
て
釈
迦
牟
尼
と
六
仏
が
澡
罐
に
入
っ
た
水
を
行
者
の
頭
頂
に
潅
ぐ
と
観
想
す
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
こ
の
後
、「
善
治
十
二
種
病
憂
悩
陀
羅
尼
」「
拔
五
種
陰
無
明
根
本
陀
羅
尼
」
を
唱
え
る
よ
う
指
示
し
、
魑
魅
魍
魎
に
取
り
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憑
か
れ
る
な
ど
し
て
恐
怖
す
る
と
き
に
は
、
次
の
よ
う
に
行
ず
る
べ
き
で
あ
る
と
説
く
。

「
應
當
に
至
心
に
過
去
七
佛
を
念
じ
、
彼
の
佛
名
を
稱
う
べ
し
。「
南
無
毘
婆
尸
佛
、
尸
棄
佛
…
釋
迦
牟
尼
佛
」。
彼
の
佛
名
を

稱
え
已
り
て
、
應
當
に
一
切
の
音
聲
陀
羅
尼
を
憶
持
す
べ
し
。
即
ち
呪
を
説
き
て
曰
わ
く
、「
阿
彌
阿
彌　

迦
梨
奢
酸
地
利
腹

棄
㝹
翅　

偸
涕
他
偸
涕
他　

摩
訶
迦
樓
尼
迦　

彌
多
羅
菩
提
薩
埵
」。
若
し
亂
心
し
埠
惕
鬼
の
惑
亂
す
る
所
と
爲
る
者
有
り
て
、

或
い
は
種
種
諸
も
ろ
の
幻
境
界
を
作
さ
ば
、
應
當
に
此
の
陀
羅
尼
、
七
佛
の
名
字
、
彌
勒
菩
薩
を
誦
持
し
て
、
一
心
に
數
息
す

べ
し
。」（
三
四
一
下
一
九
～
二
八
）

　

す
な
わ
ち
、
至
心
に
過
去
七
仏
の
名
を
唱
え
、
そ
の
音
声
陀
羅
尼
を
憶
念
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
悪
鬼
が
取
り
憑
き
乱
心

し
、
様
々
な
錯
乱
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
が
あ
る
な
ら
ば
、
弥
勒
菩
薩
の
陀
羅
尼
と
七
仏
の
名
字
を
念
じ
て
数
息
観
を
行
う
べ
き
で
あ
る
と

説
い
て
い
る
。

　

以
上
か
ら
、
禅
経
典
を
弥
勒
と
過
去
七
仏
の
記
述
の
有
無
で
分
類
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

　
　（

一
）
弥
勒
や
兜
率
天
に
言
及
し
な
い
も
の
：『
修
行
道
地
経
』『
達
磨
多
羅
禅
経
』『
坐
禅
三
昧
経
』

（
二
）
不
浄
観
（
白
骨
観
）
に
よ
り
兜
率
天
で
弥
勒
に
見
え
る
と
説
く
も
の
：『
思
惟
略
要
法
』『
五
門
禅
経
要
用
法
』

（
三
）
弥
勒
と
過
去
七
仏
の
観
想
を
説
く
も
の
：『
梵
文
瑜
伽
書
』『
禅
秘
要
法
経
』『
治
禅
病
秘
要
法
』

　
　

　
（
三
）
の
特
徴
に
つ
い
て
は
、『
観
仏
三
昧
海
経
』『
観
薬
王
薬
上
二
菩
薩
経
』『
弥
勒
大
成
仏
経
』
も
同
様
で
あ
り
、『
弥
勒
大
成
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仏
経
』
に
は
「
若
し
過
去
七
佛
の
所
に
於
い
て
、
佛
名
を
聞
く
を
得
て
禮
拜
供
養
す
れ
ば
、
是
の
因
縁
を
以
っ
て
業
障
を
淨
除
す
。

復
た
彌
勒
の
大
慈
の
根
本
を
聞
き
清
淨
心
を
得
」（
四
二
九
上
五
～
九
）
と
説
か
れ
て
い
る
。

　

さ
て
、過
去
仏
と
未
来
仏
の
概
念
は
元
々
別
に
形
成
さ
れ
た
と
言
わ
れ
る
。
過
去
仏
に
関
し
て
は
三
仏
や
四
仏
信
仰
が
先
に
あ
り
、

後
に
七
仏
が
形
成
さ
れ
た
。
宮
坂
宥
勝
（
一
九
七
〇
）
は
、
七
仏
帰
依
文
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
七
仏
信
仰
が
成
立
し
、
そ
こ
に
未
来

仏
と
し
て
の
弥
勒
信
仰
が
合
流
し
、グ
プ
タ
朝
の
初
期
に
は
過
去
仏
・
未
来
仏
が
習
合
し
た
信
仰
が
形
成
さ
れ
て
『
孔
雀
経
』
や
『
守

護
大
千
国
土
経
』
な
ど
の
初
期
密
教
の
文
献
に
反
映
さ
れ
た
と
示
し
て
い
る）

13
（

。『
孔
雀
経
』
は
七
本
の
漢
訳
と
、
梵
本
と
チ
ベ
ッ
ト

訳
を
加
え
て
計
九
本
の
類
本
が
あ
り
、
そ
こ
に
挿
入
さ
れ
る
説
話
は
『
雑
阿
含
経
』
や
有
部
律
に
説
か
れ
る
も
の
と
一
致
し
、
有
部

の
伝
承
を
色
濃
く
継
承
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
三
世
紀
頃
の
作
成
と
さ
れ
る
最
古
の
『
大
金
色
孔
雀
王
呪
経
』（
帛
尸
梨
密

多
羅
訳
）
で
は
、
世
尊
・
梵
天
・
帝
釈
天
所
説
の
孔
雀
王
呪
と
と
も
に
弥
勒
所
説
の
孔
雀
王
呪
の
み
を
説
く
が
、
次
に
古
い
『
仏
説

大
金
色
孔
雀
王
呪
経
』（
帛
尸
梨
密
多
羅
訳
）
は
過
去
七
仏
の
帰
依
文
と
弥
勒
の
帰
依
文
を
加
え
て
お
り
、
五
〜
六
世
紀
の
成
立
と

さ
れ
る
『
孔
雀
王
呪
経
』（
僧
伽
婆
羅
訳
）
と
、梵
本
お
よ
び
チ
ベ
ッ
ト
訳
は
、新
た
に
過
去
七
仏
所
説
の
呪
と
、弥
勒
所
説
の
呪
と
、

過
去
七
仏
の
各
々
の
称
名
を
含
む
よ
う
に
な
る
。『
仏
母
大
孔
雀
明
王
経
』『
大
孔
雀
明
王
画
像
壇
場
儀
軌
』（
不
空
訳
）
に
な
る
と

儀
軌
が
加
わ
り
密
教
化
す
る
。
大
塚
伸
夫
（
二
〇
一
三
、五
五
二
頁
）
は
、
過
去
七
仏
信
仰
が
初
期
密
教
文
献
の
成
立
に
大
き
く
関

わ
る
と
述
べ
て
お
り
「
過
去
七
仏
を
取
り
上
げ
る
用
例
と
し
て
は
、
密
教
経
典
に
比
較
し
て
大
乗
経
典
の
方
が
は
る
か
に
少
な
い
の

で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
大
乗
経
典
と
い
う
よ
り
は
密
教
経
典
、
と
く
に
守
護
・
防
護
の
呪
文
を
説
く
初
期
の
密
教
経
典
と
過
去
七
仏

信
仰
は
、
密
接
な
関
係
が
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
第
二
グ
ル
ー
プ
の
禅
経
典
の
作
者
た
ち
は
、
密
教
へ
と
展
開

す
る
護
呪
経
典
が
弥
勒
と
過
去
七
仏
の
信
仰
を
取
り
入
れ
た
頃
と
、
同
様
の
時
代
背
景
の
な
か
で
著
作
活
動
を
し
て
い
た
と
い
え
る

だ
ろ
う
。
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二
、
油
の
表
現
に
つ
い
て　

　

前
述
の
よ
う
に
上
記
（
三
）
の
禅
経
典
は
相
互
に
近
い
観
想
イ
メ
ー
ジ
を
説
く
が
、
こ
れ
ま
で
指
摘
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
共
通
点

と
し
て
油
や
香
油
の
表
現
が
見
受
け
ら
れ
る
。
油
の
描
写
は
弥
勒
と
は
直
接
関
係
す
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、
厳
密
に
は
こ
の
描
写

が
弥
勒
信
仰
を
表
す
も
の
と
は
言
え
な
い
。
だ
が
、
こ
れ
ら
の
禅
経
典
は
共
通
し
て
行
者
自
身
が
油
に
充
た
さ
れ
る
イ
メ
ー
ジ
を
説

き
、『
弥
勒
大
成
仏
経
』
は
迦
葉
が
油
を
注
が
れ
る
と
い
う
描
写
を
示
し
て
い
る
。
そ
こ
で
次
に
、
そ
れ
ら
の
所
説
を
考
察
し
て
み

た
い
。

『
梵
文
瑜
伽
書
』

　

ま
ず
『
梵
文
瑜
伽
書
』
に
お
け
る
油
の
表
現
を
確
認
し
よ
う
。「
入
出
息
念
章
」
の
十
六
段
階
の
入
出
息
念
で
は
、
第
三
段
階
の

全
身
を
覚
知
す
る
（sarvakāya-pratisaṃ

vedanā
）
入
出
息
と
、
第
四
段
階
の
身
行
を
鎮
め
る
（prasrabdha-kāyasaṃ

skāratā

）
入

出
息
を
解
説
し
、
次
の
よ
う
に
示
す
。

「〔
瑜
伽
行
者
は
〕
諸
々
の
風
で
満
た
さ
れ
た
身
体
を
見
る
。
一
切
の
管
か
ら
諸
々
の
風
が
入
り+++

…+++ 

ま
た
油
の
海
に

沈
ん
だ
自
分
自
身
を
、
一
切
の
管
か
ら
油
が
行
き
渡
っ
た
も
の
と
〔
見
る
。〕
こ
れ
が
全
身
を
覚
知
す
る
〔
入
出
息
念
〕
に
つ

い
て
で
あ
る
。+++

…
そ
し
て
〔
自
ら
が
〕
油
の
海
に
沈
み
、
空
中
に
捕
ら
え
ら
れ
て
、
上
か
ら
油
の
液
を
注
が
れ
て
い
る

と
〔
見
る
〕。〔
こ
れ
が
〕
身
行
を
鎮
め
る
〔
入
出
息
念
〕
に
つ
い
て
で
あ
る
。」（Yogalehrbuch, 118V

3–5

））
11
（
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す
な
わ
ち
全
身
を
覚
知
し
な
が
ら
行
う
入
出
息
念
で
は
、
自
分
自
身
（ātm

an

）
に
油
ま
た
は
香
油
（taila

）
が
入
り
込
ん
だ
と

観
察
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
身
行
を
鎮
静
し
な
が
ら
行
う
入
出
息
念
で
は
、
油
の
海
に
沈
ん
で
さ
ら
に
頭
上
か
ら
そ
れ
を

注
が
れ
る
と
観
想
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
鎮
静
と
は
身
体
の
軽
安
（praśrabdhi

）
を
意
味
し
神
通
力
と
結
び
つ
い
た
語
で
あ
る

か
ら
、
神
通
力
を
得
る
ほ
ど
の
身
体
の
軽
快
さ
や
喜
悦
お
よ
び
柔
軟
性
を
意
味
し
て
い
る
。

　

な
お
「
界
行
章
」
で
は
、
行
者
が
灌
頂
（abhiṣeka

）
に
よ
っ
て
身
体
を
喜
ば
せ
る
こ
と
を
観
想
す
る
と
あ
り
、
水
を
潅
ぐ
の
か

油
な
の
か
は
明
瞭
で
は
な
い
が
頭
頂
に
そ
れ
を
注
い
で
身
体
を
安
楽
に
す
る
と
説
い
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
こ
で
の
灌
頂
と
は
、
即

位
式
や
入
門
儀
礼
、
阿
闍
梨
位
の
継
承
儀
式
と
い
っ
た
側
面
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。「
慈
章
」
で
は
「
六
界
の
曼
荼
羅
に
よ

っ
て
世
界
が
満
た
さ
れ
て
い
る
の
を
見
る
。
ま
た
虚
空
か
ら
注
が
れ
た
油
の
流
れ
（tailadhārā

）
が
、
す
べ
て
の
曼
荼
羅
を
振
動
さ

せ
る
」）

15
（

と
説
き
、
慈
の
観
察
に
よ
っ
て
六
界
に
基
づ
く
あ
ら
ゆ
る
領
域
が
、
油
に
浸
さ
れ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
慈
し
み
に
満
た
さ
れ

る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。）

11
（

『
禅
秘
要
法
経
』

　
『
禅
秘
要
法
経
』
で
は
天
薬
の
灌
頂
を
説
い
て
い
る
。
四
大
観
の
文
脈
に
お
い
て
、
ま
ず
「
酥
及
び
諸
の
補
薬
を
服
す
べ
し
」
と

あ
り
、
そ
の
後
、
次
の
よ
う
に
梵
天
お
よ
び
帝
釈
天
が
行
者
に
天
薬
を
灌
頂
す
る
こ
と
を
観
想
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
。

「
心
を
安
じ
て
自
ら
頂
上
の
想
を
開
く
。
復
た
當
に
釋
、
梵
護
、
世
の
諸
天
を
勸
進
し
、
金
瓶
を
持
し
て
天
藥
を
盛
ら
し
む
べ
し
。

釋
提
桓
因
は
左
に
在
り
護
世
諸
天
は
右
に
在
り
、
天
藥
を
持
し
て
灌
頂
し
擧
身
に
盈
滿
す
。」（
二
五
一
下
九
～
一
二
）
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つ
ま
り
、
行
者
は
自
ら
の
頭
頂
を
観
察
し
、
二
重
線
部
の
よ
う
に
釈
尊
が
帝
釈
天
と
梵
天
に
命
じ
て
天
薬
を
灌
頂
し
、
そ
の
身
体

に
行
き
渡
せ
る
と
説
い
て
い
る
。
釈
尊
誕
生
時
の
甘
露
の
灌
頂
を
模
し
て
い
る
が
、
こ
れ
を
観
想
す
る
目
的
は
あ
く
ま
で
も
行
者
の

煩
悩
や
病
を
除
く
こ
と
で
あ
る
。
天
薬
と
は
直
前
に
酥
（
ギ
ー
）
な
ど
の
薬
と
あ
る
か
ら
、
油
や
香
油
も
含
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
酥
や
油
を
治
病
の
た
め
の
薬
と
み
な
す
こ
と
は
阿
含
経
典
や
律
経
な
ど
に
一
般
的
に
説
か
れ
て
い
る
た
め
、
灌
頂
に
よ
っ
て
身

体
を
癒
や
す
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　

続
い
て
観
仏
三
昧
灌
頂
観
を
説
く
文
脈
で
は
、
次
の
よ
う
に
灌
頂
を
説
い
て
い
る
。

「
行
者
の
頂
に
灌
ぎ
、
身
中
に
滿
つ
。
自
ら
身
内
を
見
る
に
水
の
觸
る
る
處
に
八
十
戸
の
蟲
は
漸
漸
に
萎
落
す
。
蟲
既
に
萎
し

已
り
て
身
體
柔
軟
に
し
て
、
心
意
悦
樂
な
り
。
當
に
自
ら
念
じ
て
言
う
べ
し
。
如
來
慈
父
、
此
の
法
水
の
上
味
甘
露
を
以
て
我

が
頂
に
灌
ぐ
、
此
の
灌
頂
法
は
必
定
し
て
虚
し
か
ら
ず
と
。」（
二
五
六
中
一
〇
～
一
四
）

　

行
者
の
身
体
に
は
八
十
戸
の
蟲
が
い
て
あ
ら
ゆ
る
病
や
錯
乱
を
起
こ
す
こ
と
は
度
々
説
か
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
法
水
の
灌
頂

に
よ
っ
て
そ
れ
ら
の
蟲
が
萎
縮
し
、
身
体
と
心
が
安
楽
に
な
る
と
い
う
。
こ
の
と
き
行
者
は
「
如
来
に
よ
り
法
水
の
甘
露
が
自
ら
の

頭
頂
に
注
が
れ
た
」
と
唱
え
る
べ
き
で
あ
る
と
示
す
。
山
部
能
宜
（
二
〇
一
四
）
が
す
で
に
指
摘
し
て
い
る
が
、
禅
経
典
に
お
け
る

灌
頂
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
は
、
離
欲
に
よ
る
身
体
的
快
感
や
医
療
的
文
脈
に
お
け
る
治
病
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
点

で
は
次
の
『
治
禅
病
秘
要
法
』
も
同
様
で
あ
る
。
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『
治
禅
病
秘
要
法
』

　
『
治
禅
病
秘
要
法
』
で
は
、
禅
定
に
お
け
る
乱
心
を
除
く
た
め
、
梵
天
の
も
つ
梵
瓶
か
ら
九
節
九
茎
九
重
の
白
蓮
華
を
現
し
、
そ

こ
か
ら
生
ま
れ
た
童
子
に
よ
っ
て
諸
色
の
薬
や
酥
を
潅
ぐ
と
い
う
観
察
イ
メ
ー
ジ
を
説
く
。
そ
し
て
梵
天
は
慈
悲
喜
捨
を
も
っ
て
慈

法
門
と
し
て
行
者
の
病
を
癒
や
す
と
い
う
。
そ
こ
で
釈
尊
は
次
の
よ
う
に
舍
利
弗
に
告
げ
る
。

「
舍
利
弗
に
告
ぐ
。
汝
よ
、
好
く
此
の
四
大
の
柔
軟
を
持
し
、
九
十
八
使
と
身
内
身
外
の
一
切
の
諸
病
を
伏
す
。
梵
王
の
灌
頂

し
酥
を
擁
す
る
灌
法
を
、
四
衆
の
爲
め
に
説
け
。」（
三
三
五
上
二
一
～
二
四
）

　

こ
の
後
、
魑
魅
魍
魎
に
取
り
憑
か
れ
て
錯
乱
す
る
の
を
治
癒
す
る
た
め
に
、
上
述
し
た
過
去
七
仏
の
名
や
弥
勒
菩
薩
の
陀
羅
尼
を

説
き
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
薬
王
・
薬
上
二
菩
薩
に
よ
る
灌
頂
を
観
察
す
る
と
述
べ
る
。

「
之
を
治
す
法
と
は
、
先
ず
當
に
藥
王
藥
上
二
菩
薩
を
觀
ず
べ
し
。
手
に
金
瓶
を
執
り
、
水
を
持
し
て
之
に
灌
ぐ
。
次
に
復
た

當
に
雪
山
神
王
を
觀
ず
べ
し
。
一
の
白
花
を
持
し
て
行
者
の
所
に
至
り
其
の
頂
上
を
覆
い
、
白
光
流
入
し
身
の
毛
孔
を
潤
さ
ば
、

即
ち
柔
軟
な
る
を
得
。」（
三
四
二
上
八
～
一
一
）

　

こ
こ
で
は
ま
ず
薬
王
菩
薩
と
薬
上
菩
薩
を
観
察
し
て
、
そ
れ
ら
よ
り
水
の
灌
頂
を
受
け
る
な
ら
ば
、
身
体
の
柔
軟
を
得
る
と
説
い

て
い
る
。
続
く
段
落
で
は
、
仏
の
教
え
に
し
た
が
っ
て
阿
羅
漢
は
こ
の
行
者
の
頭
頂
を
割
り
、
身
体
を
空
と
さ
せ
る
。
そ
し
て
次
の

二
重
線
部
の
よ
う
に
、
梵
天
が
行
者
に
油
を
注
い
で
身
体
を
満
た
す
と
観
想
す
る
と
い
う
。
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「
或
い
は
羅
漢
有
り
て
、
佛
の
所
説
に
随
い
て
、
此
の
比
丘
を
し
て
頂
上
を
剜
ら
し
め
、
漸
漸
に
空
な
ら
し
め
、
擧
身
皆
な
空
じ
、

油
を
以
て
之
に
灌
ぐ
。
梵
天
、
藥
を
持
す
。
其
の
藥
、
金
色
な
り
。
身
に
灌
ぎ
て
滿
た
し
む
。」（
三
四
二
上
一
九
～
二
二
）

　

薬
王
菩
薩
と
い
え
ば
、『
法
華
経
』「
薬
王
菩
薩
本
事
品
」
に
お
け
る
焼
身
供
養
が
想
起
さ
れ
る
。
こ
こ
で
薬
王
菩
薩
は
あ
ら
ゆ
る

種
類
の
油
を
飲
み
香
油
に
身
を
浸
し
た
の
ち
に
法
華
経
供
養
の
た
め
に
自
ら
の
身
に
点
火
す
る
が
、
本
経
と
密
接
な
関
係
は
無
い
よ

う
で
あ
る
。
一
方
『
観
薬
王
薬
上
二
菩
薩
経
』
を
見
て
み
る
と
、
少
し
く
関
連
す
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
こ
で
釈
尊
は
、
大
衆
と
弥

勒
に
対
し
て
、
数
息
観
な
ど
の
禅
定
と
薬
王
菩
薩
の
観
察
を
説
く
が
、
そ
こ
に
薬
王
菩
薩
が
現
れ
除
罪
甘
露
の
妙
薬
を
説
く
と
、
聴

衆
は
「
五
百
万
億
旋
陀
羅
尼
門
」
を
得
る
と
示
し
て
い
る）

17
（

。『
治
禅
病
秘
要
法
』
が
薬
王
薬
上
菩
薩
を
登
場
さ
せ
、
陀
羅
尼
を
説
く

背
景
に
は
こ
の
経
典
の
影
響
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、『
観
薬
王
薬
上
二
菩
薩
経
』
に
は
灌
頂
を
説
い
た
箇
所
は
無
く
、
甘
露
の

妙
薬
と
は
内
服
や
塗
布
と
い
っ
た
薬
で
は
な
く
陀
羅
尼
を
指
す
表
現
で
あ
り
、
よ
り
陀
羅
尼
の
威
力
を
示
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　

さ
て
こ
の
よ
う
に
薬
を
頭
頂
よ
り
潅
ぎ
、
諸
脈
に
浸
透
さ
せ
て
身
心
を
安
楽
に
す
る
こ
と
は
『
観
仏
三
昧
海
経
』
に
も
説
か
れ
て

お
り
、「
そ
の
状
色
貌
は
猶
し
醍
醐
の
如
し
」
と
も
示
し
て
い
る）

11
（

。
そ
の
た
め
薬
と
は
、
酥
や
醍
醐
と
い
っ
た
油
分
の
あ
る
液
体
と

見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
イ
ン
ド
に
お
い
て
水
の
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
は
、
生
命
の
根
源
、
不
死
、
豊
穣
、
智
慧
、
浄
化
な
ど
多
義
的
で
あ
る

が
、
油
と
は
と
り
わ
け
身
心
の
治
癒
と
安
楽
と
い
う
役
割
を
示
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

こ
こ
で
考
察
す
べ
き
は
、
油
の
表
現
と
弥
勒
と
の
関
連
性
で
あ
る
。
以
上
の
油
の
灌
頂
の
文
脈
に
お
い
て
弥
勒
が
直
接
現
れ
る
こ

と
は
無
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
禅
経
典
と
近
似
す
る
表
現
が
鳩
摩
羅
什
訳
『
弥
勒
大
成
仏
経
』
に
見
ら
れ
る
。

　
『
弥
勒
大
成
仏
経
』
と
は
、
竺
法
護
訳
『
弥
勒
下
生
経
』、
沮
渠
京
声
訳
『
観
弥
勒
菩
薩
上
生
兜
率
天
経
』
と
と
も
に
弥
勒
三
部
経

と
呼
ば
れ
、
鳩
摩
羅
什
訳
『
弥
勒
下
生
成
仏
経
』、
義
浄
訳
『
弥
勒
下
生
成
仏
経
』（
梵
本
のM

aitreya-vyākaraṇa

が
対
応
す
る
）、
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訳
者
不
詳
『
弥
勒
来
時
経
』
を
加
え
て
六
部
経
の
一
つ
と
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
最
初
の
四
本
の
成
立
に
関
し
て
は
松
本
文
三
郎

（
一
九
一
一
）、
赤
沼
智
善
（
一
九
三
九
）
に
よ
っ
て
議
論
さ
れ
て
き
た
。
唯
一
、
弥
勒
の
上
生
を
説
く
『
観
弥
勒
菩
薩
上
生
兜
率
天

経
』
が
最
も
新
し
い
点
で
は
一
致
し
て
お
り
、
五
世
紀
前
半
に
訳
者
で
あ
る
沮
渠
京
声
が
ト
ル
フ
ァ
ン
か
ら
将
来
し
て
漢
訳
し
た
も

の
と
見
ら
れ
て
い
る）

19
（

。
い
わ
ゆ
る
下
生
経
の
成
立
順
序
に
つ
い
て
は
意
見
が
分
か
れ
て
い
た
が）

31
（

、
明
神
洋
（
一
九
八
八
）
は
、
ま

ず
『
増
一
阿
含
経
』「
十
不
善
品
」
に
全
文
が
含
ま
れ
る
竺
法
護
訳
『
弥
勒
下
生
経
』
と
、
鳩
摩
羅
什
訳
『
弥
勒
下
生
成
仏
経
』
の

原
型
が
先
に
あ
り
、
鳩
摩
羅
什
訳
『
弥
勒
大
成
仏
経
』
は
、『
婆
沙
論
』『
大
智
度
論
』
の
成
立
後
に
有
部
の
伝
承
に
基
づ
き
大
乗
思

想
の
立
場
か
ら
構
成
さ
れ
た
も
の
と
位
置
づ
け
る
。
鳩
摩
羅
什
訳
『
弥
勒
大
成
仏
経
』
を
新
し
い
と
す
る
理
由
は
、
波
羅
蜜
行
な
ど

の
大
乗
思
想
を
多
分
に
含
む
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
最
も
整
然
と
物
語
を
説
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
い
う
。
有
部
所
伝
の
『
阿
育
王

経
』
と
『
婆
沙
論
』
は
釈
尊
の
入
滅
後
に
迦
葉
が
鶏
足
山
に
て
釈
尊
の
僧
伽
梨
を
ま
と
っ
て
涅
槃
に
入
り
、
に
も
か
わ
ら
ず
弥
勒
の

出
世
を
待
つ
と
説
き
、『
大
智
度
論
』
に
は
迦
葉
は
僧
伽
梨
を
ま
と
っ
て
無
余
涅
槃
に
入
る
が
、
弥
勒
の
驚
発
に
よ
り
身
骨
に
僧
伽

梨
と
い
う
す
が
た
で
現
れ
て
再
び
涅
槃
に
入
る
な
ど
不
自
然
な
展
開
を
示
す
。
だ
が
『
弥
勒
大
成
仏
経
』
で
は
、
迦
葉
は
滅
尽
定
に

入
っ
て
弥
勒
に
見
え
て
般
涅
槃
す
る
と
示
し
、
矛
盾
の
な
い
構
成
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
た
だ
し
『
増
一
阿
含
経
』「
十
不
善
品
」

と
竺
法
護
訳
『
弥
勒
下
生
経
』
に
も
整
然
と
し
た
迦
葉
の
般
涅
槃
説
話
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
は
後
に
大
乗
の
伝
承
を
吸

収
し
て
現
在
の
形
に
な
っ
た
と
論
じ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
弥
勒
経
典
類
を
見
て
み
る
と
『
弥
勒
大
成
仏
経
』
の
み
が
過
去
七
仏
の
礼
拝
を
説
き
、
迦
葉
へ
の
油
の
灌
頂
を
説
い
て
い

る
こ
と
が
分
か
る
。
経
典
の
冒
頭
、
舍
利
弗
は
釈
尊
に
、
弥
勒
の
名
字
・
功
徳
・
神
力
・
国
土
荘
厳
に
つ
い
て
質
問
す
る
。
す
る
と
、

釈
尊
は
次
の
傍
線
部
の
よ
う
に
、
過
去
七
仏
の
名
を
聞
き
そ
れ
ら
を
礼
拝
供
養
す
れ
ば
業
障
を
除
き
、
弥
勒
の
大
悲
の
根
本
を
聞
け

ば
清
浄
心
を
得
る
と
告
げ
る
。
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「
舍
利
弗
に
告
ぐ
。「
若
し
過
去
七
佛
の
所
に
於
い
て
、
佛
名
を
聞
く
を
得
て
禮
拜
供
養
す
れ
ば
、
是
の
因
縁
を
以
て
業
障
を
淨

除
す
。
復
た
彌
勒
の
大
慈
の
根
本
を
聞
き
清
淨
心
を
得
。
汝
等
、
今
當
に
一
心
に
合
掌
し
て
未
來
の
大
慈
悲
者
に
歸
依
す
べ
し
。」

（
四
二
九
上
八
～
一
一
）

　

こ
の
よ
う
に
『
弥
勒
大
成
仏
経
』
の
成
立
時
に
は
、
過
去
七
仏
と
弥
勒
と
が
と
も
に
信
仰
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
分

か
る
。
さ
ら
に
、
迦
葉
が
鶏
足
山
に
て
滅
尽
定
に
入
っ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
た
次
の
文
脈
で
は
、
弥
勒
が
山
を
切
り
開
い
て
迦
葉
と

出
会
い
、
二
重
線
の
よ
う
に
梵
天
が
迦
葉
の
頭
頂
に
油
を
注
ぎ
、
そ
れ
に
よ
り
滅
尽
定
よ
り
目
覚
め
た
と
説
い
て
い
る
。

「
彌
勒
、
手
の
兩
向
を
も
っ
て
山
を
擘
く
こ
と
轉
輪
王
の
大
城
門
を
開
く
が
如
し
。
爾
の
時
、
梵
王
、
天
の
香
油
を
も
っ
て
摩

訶
迦
葉
の
頂
に
灌
ぐ
。
油
を
身
に
灌
ぎ
已
り
て
、
大
揵
椎
を
撃
ち
大
法
蠡
を
吹
け
ば
、
摩
訶
迦
葉
即
ち
滅
盡
定
よ
り
覺
す
。」（
四

三
三
中
一
四
～
一
八
）

　

迦
葉
は
こ
れ
に
よ
り
覚
醒
し
て
十
八
変
を
起
こ
し
、
身
体
を
虚
空
に
満
た
し
て
、
身
上
よ
り
水
を
出
し
身
下
よ
り
火
を
出
す
。
梵

天
に
よ
る
灌
油
は
釈
尊
誕
生
時
の
潅
浴
に
な
ぞ
ら
え
た
も
の
で
あ
り
、
滅
尽
定
か
ら
の
再
生
を
表
現
し
て
い
る
と
も
い
え
る
が
、
同

時
に
身
心
柔
軟
を
得
た
こ
と
に
よ
る
神
通
力
の
発
揮
を
意
図
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、『
弥
勒
大
成
仏
経
』
の
所
説
に
は
禅
経
典
と
の
共
通
点
が
確
認
で
き
る
。
二
重
線
で
示
し
た
よ
う
に
『
禅
秘
要

法
経
』
で
は
釈
尊
が
帝
釈
天
と
梵
天
に
命
じ
て
行
者
に
天
薬
を
灌
頂
す
る
と
説
き
、『
治
禅
病
秘
要
法
』
で
は
阿
羅
漢
が
行
者
の
頭

頂
を
割
り
、
梵
天
が
そ
こ
に
油
を
注
ぐ
と
説
い
て
い
た
。
両
者
の
灌
頂
の
場
面
に
弥
勒
が
登
場
し
な
い
た
め
、
こ
れ
ら
の
作
成
時
に
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は
『
弥
勒
大
成
仏
経
』
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
弥
勒
を
媒
介
と
し
た
梵
天
に
よ
る
迦
葉

へ
の
灌
油
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
整
っ
て
い
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
禅
経
典

の
所
説
は
、
す
で
に
弥
勒
信
仰
を
も
っ
て
い
た
行
者
た
ち
の
間
で
共
有
さ
れ
て
い
た

と
見
な
す
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
、
弥
勒
と
油
の
描
写
に
つ
い
て
美
術
研
究
の
領
域
か
ら
注
目
す
べ
き
議
論
が

な
さ
れ
て
き
た
。
上
原
和
（
一
九
八
五
）
は
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
弥
勒
像
の
持
物
で
あ

る
水
瓶
に
つ
い
て
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
副
葬
品
で
見
出
さ
れ
る
香
油
壺
と
相
似
す
る

こ
と
か
ら
、
水
瓶
で
は
な
く
香
油
壺
で
は
な
い
か
と
推
察
し
、
そ
こ
か
ら
「
油
注
が

れ
し
者
」
と
し
て
の
メ
シ
ア
と
し
て
の
弥
勒
の
性
格
を
見
出
し
た）

31
（

。
立
川
武
蔵
（
二

〇
一
五
）
も
そ
れ
に
同
意
し
、
弥
勒
像
が
持
つ
も
の
は
、
観
音
像
の
水
瓶
と
比
較
し

て
「
水
を
入
れ
る
に
し
て
は
、
形
状
が
小
さ
く
複
雑
で
、
装
飾
的
す
ぎ
る
」
と
述
べ
、

メ
シ
ア
と
し
て
の
側
面
が
読
み
取
れ
る
と
主
張
し
た）

31
（

。
し
か
し
宮
治
昭
（
一
九
九
二
）

は
、
弥
勒
像
の
水
瓶
に
は
大
き
め
の
球
形
を
為
す
も
の
と
、
小
ぶ
り
で
肩
が
張
っ
て

次
第
に
す
ぼ
ま
る
円
筒
状
も
の
（
図
１
・
２
）
と
の
二
種
が
あ
り
、
前
者
は
ガ
ン
ダ
ー

ラ
の
仏
伝
浮
彫
に
描
か
れ
る
ア
シ
タ
仙
人
の
水
瓶
と
近
く
、
後
者
は
バ
ラ
モ
ン
行
者

や
梵
天
が
指
の
間
に
挟
み
も
つ
水
瓶
と
同
種
で
あ
る
と
い
う
（
図
３
）。
そ
し
て
、

弥
勒
が
バ
ラ
モ
ン
出
身
と
さ
れ
る
こ
と
や
、
髪
型
や
印
相
な
ど
も
梵
天
像
と
近
似
す

る
こ
と
か
ら
、
弥
勒
が
そ
れ
ら
と
同
種
の
水
瓶
を
持
つ
こ
と
は
不
自
然
で
は
な
い
と

図3　バラモン僧像（2〜4世
紀　スワート考古博物館蔵）

図1　弥勒菩薩像
（3世紀　パキスタン出土　メトロポリタン博物館蔵）

図2　図1の部分
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示
し
て
い
る
。
ま
た
瓶
が
も
し
香
油
壺
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
救
世
主
に
油
を
注
ぐ
の
は
祭
司
で
あ
っ
て
、
救
世
主
自
身
が
香
油
壺

を
持
つ
の
は
矛
盾
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る）

33
（

。
た
し
か
に
阿
含
経
典
や
『
弥
勒
大
成
仏
経
』
に
、
弥
勒
は
バ
ラ
モ
ン
出
身
と
説
か

れ
て
お
り
、
梵
天
と
の
関
連
も
見
い
出
せ
る
た
め
、
弥
勒
の
持
物
は
バ
ラ
モ
ン
や
梵
天
と
同
じ
水
瓶
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た

だ
し
、
た
と
え
図
像
上
の
持
物
が
香
油
と
関
わ
る
も
の
で
な
い
と
し
て
も
、
香
油
を
潅
ぐ
役
割
を
も
っ
た
梵
天
と
弥
勒
の
関
係
に
つ

い
て
は
改
め
て
検
討
す
る
余
地
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。）

31
（

ま
と
め

　

以
上
、
禅
経
典
に
お
け
る
弥
勒
の
記
述
を
見
て
き
た
が
、（
一
）
比
較
的
古
い
経
典
で
あ
る
『
修
行
道
地
経
』『
達
磨
多
羅
禅
経
』『
坐

禅
三
昧
経
』
で
は
弥
勒
や
兜
率
天
に
言
及
せ
ず
、（
二
）『
思
惟
略
要
法
』『
五
門
禅
経
要
用
法
』
で
は
、
不
浄
観
（
白
骨
観
）
に
よ

り
兜
率
天
で
弥
勒
に
見
え
る
と
説
く
が
過
去
七
仏
に
は
触
れ
て
い
な
い
。（
三
）『
梵
文
瑜
伽
書
』『
禅
秘
要
法
経
』『
治
禅
病
秘
要
法
』

で
は
、
兜
率
天
に
生
ず
る
要
素
に
加
え
て
弥
勒
と
過
去
七
仏
を
観
想
す
る
と
説
く
点
で
一
致
す
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

さ
ら
に
（
三
）
の
文
献
に
特
徴
的
な
こ
と
は
、
油
・
香
油
・
薬
に
身
体
を
浸
す
、
あ
る
い
は
そ
れ
ら
を
頭
頂
よ
り
注
ぐ
と
い
う
観

想
イ
メ
ー
ジ
を
説
く
点
で
あ
る
。
特
に
『
禅
秘
要
法
経
』『
治
禅
病
秘
要
法
』
に
お
け
る
梵
天
に
よ
る
行
者
へ
の
天
薬
の
灌
頂
は
、『
弥

勒
大
成
仏
経
』
に
お
け
る
弥
勒
を
仲
介
と
す
る
梵
天
に
よ
る
迦
葉
へ
の
香
油
の
灌
頂
と
極
似
し
て
い
る
。
以
上
か
ら
、
こ
れ
ら
の
禅

経
典
は
、
過
去
七
仏
と
弥
勒
の
信
仰
を
取
り
入
れ
る
な
か
で
、
煩
悩
に
よ
る
諸
悪
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
や
病
を
癒
や
す
た
め
、
ま
た
は
禅

定
に
お
け
る
身
心
安
楽
や
覚
醒
を
促
す
も
の
と
し
て
油
・
香
油
の
表
現
を
用
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
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］
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仏
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史
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梵
文
瑜
伽
書Yogalehrbuch
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〇
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仏
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兼
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仏
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〇
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伽
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仏
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］
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史
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萩
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。
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早
島
理
（
二
〇
〇
三
）「
弥
勒
菩
薩
と
兜
率
天
伝
承
」『
伝
承
と
受
容
』（「
古

典
学
の
再
構
築
」
研
究
成
果
報
告
書
集IV

）
一
～
七
頁
。

船
山
徹
（
二
〇
二
一
）『
婆
藪
槃
豆
伝
』
法
藏
館
。

松
本
文
三
郎
（［
一
九
一
一
］
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〇
〇
六
）『
弥
勒
浄
土
論
・
極
楽
浄
土
論
』

平
凡
社
。

宮
坂
宥
勝
（
一
九
七
〇
）「
過
去
仏
思
想
に
つ
い
て
」『
仏
教
学
セ
ミ
ナ
ー
』

一
一
：
一
一
三
～
一
二
八
頁
。

宮
治
昭
（
一
九
九
二
）『
涅
槃
と
弥
勒
の
図
像
学
―
イ
ン
ド
か
ら
中
央
ア
ジ

ア
へ
』
吉
川
弘
文
館
。

明
神
洋
（
一
九
八
八
）「
弥
勒
三
部
経
の
成
立
に
つ
い
て
」『
東
洋
の
思
想
と

宗
教
』
五
：
七
四
～
八
九
頁
。

山
部
能
宜
（
二
〇
〇
一
）「『
思
惟
略
要
法
』
と
『
五
門
禅
経
要
用
法
』」『
印

度
学
仏
教
学
研
究
』
四
九
‐
二
：
一
六
九
～
一
七
五
頁
。

 

（
二
〇
一
一
）「
中
央
ア
ジ
ア
に
お
け
る
禅
観
の
実
践
に
つ
い
て
」『
駒
沢

大
学
仏
教
学
部
論
集
』
四
二
：
一
～
二
九
頁
。

 

（
二
〇
一
四
）「
禅
経
典
に
み
ら
れ
る
灌
頂
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
」『
ア

ジ
ア
の
灌
頂
儀
礼 

そ
の
成
立
と
伝
播
』
法
蔵 

館
：
一
六
六
～
一
八
六
頁
。

註（
1
） 『
リ
グ
・
ヴ
ェ
ー
ダ
』
に
は
、
宇
宙
の
理
法
を
司
る
ヴ
ァ
ル
ナ
と
と
も

に
、
太
陽
神
ミ
ト
ラ
を
唱
え
る
讃
歌
が
あ
り
、
そ
の
ミ
ト
ラ
が
弥
勒

の
源
流
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ミ
ト
ラ
は
イ
ラ
ン
の
マ
ズ
ダ

教
お
よ
び
そ
の
後
身
の
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
に
お
い
て
、
最
高
神
ア
フ

ラ
・
マ
ズ
ダ
ー
に
次
い
で
信
仰
さ
れ
た
。
さ
ら
に
ロ
ー
マ
帝
国
で
は
、

そ
の
影
響
を
受
け
て
太
陽
神
ミ
ト
ラ
を
信
仰
し
聖
牛
供
犠
を
行
う
ミ

ト
ラ
ス
教
が
一
五
〇
年
頃
か
ら
流
行
し
た
。
二
世
紀
後
半
に
は
皇
帝

も
ミ
ト
ラ
ス
教
の
儀
式
に
参
加
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
（
小
川

英
雄
二
〇
〇
三
、
一
二
三
～
一
三
〇
頁
）。
こ
う
し
た
ミ
ト
ラ
神
信
仰

が
原
始
キ
リ
ス
ト
教
に
影
響
を
与
え
た
と
も
い
わ
れ
る
。

　

立
川
武
蔵
（
二
〇
一
五
）
は
、『
リ
グ
・
ヴ
ェ
ー
ダ
』
の
ミ
ト
ラ
、

ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
の
ミ
ト
ラ
、
ミ
ト
ラ
ス
教
の
ミ
ト
ラ
は
決
し
て
同

じ
も
の
で
は
な
い
と
し
な
が
ら
も
、
蘇
っ
て
こ
の
世
を
救
う
と
い
う

救
世
主
と
し
て
の
側
面
が
弥
勒
に
見
ら
れ
る
と
捉
え
、「
私
は
弥
勒
（
マ

イ
ト
レ
ー
ヤ
）
と
い
う
仏
は
、
紀
元
後
一
、
二
世
紀
こ
ろ
、
ミ
ト
ラ

教
が
原
始
キ
リ
ス
ト
教
に
影
響
を
与
え
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
に
お
い
て
仏

像
が
初
め
て
つ
く
ら
れ
た
時
代
に
ミ
ト
ラ
と
同
一
視
さ
れ
る
よ
う
な

時
期
を
経
て
、
メ
シ
ア
（
救
世
主
）
思
想
を
具
え
た
、
天
井
か
ら
降

り
て
く
る
と
い
う
形
の
仏
に
つ
く
り
か
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
、

弥
勒
の
誕
生
と
は
そ
う
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
、
と
思
っ
て
い
る
」

と
述
べ
て
い
る
（
四
九
頁
）。

（
2
） 

桜
部
建
（
一
九
六
〇
）
は
、
仏
教
経
典
の
う
ち
最
も
古
い
記
述
と
し

て
『
ス
ッ
タ
・
ニ
パ
ー
タ
』
第
五
章
を
挙
げ
る
。
こ
こ
で
は
バ
ー
ヴ

ァ
リ
ー
（B

hāvarī

）
と
い
う
バ
ラ
モ
ン
の
十
六
人
の
弟
子
の
筆
頭
と

し
て
ア
ジ
タ
と
、
テ
ィ
ッ
サ
・
メ
ッ
テ
ィ
ヤ
が
登
場
す
る
。
パ
ー
リ

の
注
釈
文
献
に
よ
る
と
ア
ジ
タ
は
バ
ー
ヴ
ァ
リ
ー
の
甥
と
さ
れ
、
メ

ッ
テ
ィ
ヤ
に
つ
い
て
は
記
載
が
無
い
が
、『
観
弥
勒
菩
薩
上
生
兜
率
天

経
』
に
は
弥
勒
菩
薩
が
バ
ー
ヴ
ァ
リ
ー
家
（
波
婆
利
）
の
出
身
で
あ

る
と
示
し
て
お
り
、
本
経
の
作
成
時
に
は
バ
ラ
モ
ン
の
弟
子
と
弥
勒
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菩
薩
が
結
び
付
け
ら
れ
て
い
た
と
見
な
し
て
い
る
。

　

ま
た
同
氏
は
、
こ
れ
と
は
別
に
未
来
仏
と
し
て
の
弥
勒
が
「
転
輪

王
経
」（『
長
部
経
典
』D

N
 26

、『
長
阿
含
経
』
六
）
に
説
か
れ
る
と

指
摘
す
る
。
未
来
に
転
輪
王
が
出
家
し
て
解
脱
す
る
と
い
う
内
容
で

あ
る
が
、
弥
勒
は
転
輪
王
の
大
臣
で
あ
る
修
梵
摩
（Subrahm

ā

）
と

妻
・
梵
摩
越
（B

rahm
avatī

）
の
息
子
と
し
て
生
を
受
け
る
か
た
ち

で
下
生
す
る
。
ま
た
『
増
一
阿
含
経
』
四
八
「
十
不
善
品
」
で
は
、

生
を
受
け
た
弥
勒
は
成
長
し
て
出
家
し
龍
華
樹
下
で
成
道
す
る
。
そ

し
て
弥
勒
の
出
世
を
待
っ
て
仏
滅
後
か
ら
山
中
に
こ
も
っ
て
い
た
大

迦
葉
は
、
釈
尊
よ
り
受
け
た
袈
裟
を
弥
勒
に
渡
し
て
そ
の
身
を
消
散

さ
せ
る
と
い
う
。
こ
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
ほ
ぼ
『
下
生
経
』
に
引
き
継

が
れ
て
い
る
。

　

辛
嶋
静
志
（
二
〇
一
九
）
は
、「
転
輪
王
経
」
に
は
『
長
部
経
典
』

『
長
阿
含
経
』
の
ほ
か
に
『
中
阿
含
経
』
七
〇
も
あ
る
が
、『
中
阿
含
経
』

に
は
他
の
二
つ
に
あ
る
仏
に
よ
る
弥
勒
授
記
の
記
述
が
無
い
こ
と
か
ら
、

弥
勒
信
仰
は
初
期
の
仏
教
に
は
無
く
、
後
に
聖
典
に
挿
入
さ
れ
た
も

の
と
見
て
い
る
。
ま
た
、
ア
ジ
タ
と
弥
勒
の
混
同
に
つ
い
て
、
有
部

は
ア
ジ
タ
を
未
来
に
輪
転
王
と
な
る
人
物
、
弥
勒
を
未
来
仏
に
な
る

も
の
と
し
て
両
者
を
分
け
る
が
、
大
衆
部
『
マ
ハ
ー
ヴ
ァ
ス
ト
ゥ
』

と
正
量
部
『
三
弥
底
部
論
』
で
は
名
を
ア
ジ
タ
、
姓
を
マ
イ
ト
レ
ー

ヤ
と
し
て
同
一
人
物
と
見
な
し
、『
八
千
頌
般
若
』『
法
華
経
』『
無
量

寿
経
』
で
も
同
様
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
こ
と
か
ら
氏
は
、
大
衆
部

と
大
乗
仏
教
の
密
接
性
を
主
張
す
る
。
一
方
で
、
同
時
に
存
在
す
る

諸
仏
を
認
め
て
い
な
い
有
部
に
と
っ
て
、
未
来
仏
の
存
在
は
教
理
に

矛
盾
し
な
い
。
そ
の
た
め
有
部
に
お
い
て
弥
勒
信
仰
が
ポ
ピ
ュ
ラ
ー

で
あ
っ
た
と
し
、
こ
れ
を
背
景
に
無
著
・
世
親
の
伝
説
が
形
成
さ
れ

た
と
見
な
し
て
い
る
。

（
3
） 

菊
地
章
太
（
二
〇
〇
三
）
は
、
先
行
研
究
と
造
像
記
の
記
述
か
ら
、

唐
代
よ
り
阿
弥
陀
と
観
音
の
信
仰
が
盛
ん
と
な
り
釈
迦
と
弥
勒
を
圧

倒
し
た
と
述
べ
て
い
る
（
七
〇
～
七
一
頁
）。
ま
た
五
～
六
世
紀
に
お

け
る
弥
勒
の
偽
経
と
末
法
観
に
つ
い
て
も
論
じ
て
い
る
（
八
六
～
一

三
四
頁
）。

（
4
） 『
大
唐
西
域
記
』（
九
四
二
上
八
～
九
四
三
下
二
〇
）
参
照
。

（
5
） 

早
島
理
（
二
〇
〇
三
）
に
こ
れ
ら
の
議
論
が
簡
潔
に
ま
と
め
ら
れ
て

い
る
。
宇
井
伯
寿
（
一
九
二
四
）
に
よ
っ
て
弥
勒
の
史
的
人
物
説
が

主
張
さ
れ
た
が
、
長
尾
雅
人
（
一
九
八
二
、
八
～
一
二
頁
）
が
諸
論

書
を
弥
勒
造
と
す
る
の
は
弥
勒
信
仰
の
反
映
の
一
つ
と
明
示
し
て
以
降
、

弥
勒
を
歴
史
上
の
人
物
と
見
る
説
は
ほ
ぼ
取
ら
れ
て
い
な
い
。

（
6
） 「
無
着
」
と
訳
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
漢
訳
文
献
で
は
「
無
著
」
と

訳
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
た
め
（
佐
久
間
秀
範
二
〇
一
二
、
六
八
頁
）、

「
無
著
」
で
統
一
す
る
。

（
7
） 『
婆
藪
槃
豆
法
師
傳
』「
雖
得
小
乘
空
觀
、
意
猶
未
安
、
謂
理
不
應
止
爾
。

因
此
乘
神
通
。
往
兜
率
多
天
、
諮
問
彌
勒
菩
薩
。
彌
勒
菩
薩
爲
説
大

乘
空
觀
」（
一
八
八
下
四
～
七
）。
船
山
徹
（
二
〇
二
一
）
参
照
。

（
8
） 
ド
ゥ
ミ
エ
ヴ
ィ
ル
（D

em
iéville 1951, 397

）
参
照
。

（
9
） 『
婆
沙
論
』（
六
九
八
中
九
～
下
六
）
参
照
。

（
11
） 

明
神
洋
（
一
九
八
八
、
八
五
～
八
六
頁
）
参
照
。

（
11
） 『
増
一
阿
含
経
』
の
所
属
部
派
は
い
ま
だ
に
定
ま
っ
て
い
な
い
。
平
岡
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聡
（H

iraoka 2013, 101–102

）
は
有
部
の
所
説
を
基
盤
と
し
な
が
ら
、

そ
の
他
の
部
派
の
伝
承
を
集
め
た
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
と
見
な
す
。

（
11
） 
山
部
能
宜
（
二
〇
一
一
、
九
七
～
九
八
頁
）
参
照
。

（
13
） 『
出
三
蔵
記
集
』（
一
二
下
一
～
三
）
に
は
、『
禅
秘
要
経
』
三
巻
（
或

い
は
五
巻
）
が
元
嘉
一
八
年
（
四
四
一
年
）
に
曇
摩
蜜
多
に
よ
り
訳

出
さ
れ
た
が
欠
本
で
あ
る
と
伝
え
る
。

（
11
） 

グ
リ
ー
ン
（G

reene 2012, 120; 127

）
は
、『
禅
秘
要
法
経
』
と
『
治

禅
病
秘
要
法
』
は
連
続
す
る
一
つ
の
文
献
で
あ
り
『
禅
要
秘
密
治
病
経
』

と
い
う
名
称
で
あ
っ
た
と
指
摘
す
る
。『
出
三
蔵
記
集
』
に
は
、
コ
ー

タ
ン
の
寺
院
で
修
学
し
て
い
た
仏
大
先
（B

uddhasena

）
が
『
禅
要

秘
密
治
病
経
』
を
記
憶
し
、
沮
渠
京
声
が
彼
と
出
会
っ
て
直
接
教
示

を
受
け
、
四
五
四
年
に
慧
濬
尼
に
よ
っ
て
記
録
さ
れ
た
と
示
し
て
い
る
。

（
15
） 『
思
惟
略
要
法
』「
若
極
厭
惡
其
身
、
當
進
白
骨
觀
。
亦
可
入
初
禪
。

行
者
、
志
求
大
乘
者
、
命
終
隨
意
生
諸
佛
前
。
不
爾
必
、
至
兜
率
天

上
得
見
彌
勒
」（
二
九
八
下
一
六
～
一
八
）。

（
11
） 

山
部
能
宜
（
二
〇
〇
一
、
二
頁
）
参
照
。

（
17
） 

阿
部
貴
子
（
二
〇
一
八
、
二
五
頁
）
参
照
。

（
11
） Yogalehrbuch, 128V

4–R
1: anāgatabhāvanāyām

 / nim
naṃ

 
pradeśaṃ

 paśyati m
uktācitaṃ

 / tadupary urupram
āṇā bhāsurā 

m
aṇaya ā(ditya)[m

aṇ]ḍ(a)[l](o)[p]aristhāḥ / tadadhirūḍho 
yogācāra ātm

ānaṃ
 paśyati / abhisaṃ

buddhaṃ
 cāryam

aitreyam
 

anekaśrāvakasahasraparivāraṃ
 te ca bhikṣavaḥ kecid 

dīrghatāsam
āpannā dṛśyaṃ

te kecid yāva[n n](irodhānupaśya)
nāyāṃ

 sam
āpannā d[ṛ]śyaṃ

te ... / atītabhāvanāyāṃ
 / pratilom

aṃ
 

kāśyapādivipaśyiparyaṃ
tāṃ

 [b](uddhāṃ
) sapa(riv)ārāṃ

 paśyati 
tatra cātm

ānam
 iva ku(śa)lam

ūlaṃ
 bhāvayaṃ

taṃ
 paśyati /

　

な
お
、
テ
キ
ス
ト
は
シ
ュ
リ
ン
グ
ロ
フ
の
表
記
通
り
（H

artm
ann 

2006, 58

）、
不
確
実
な
読
み[  ]

と
補
足(  )

を
そ
の
ま
ま
示
す
。
シ

ュ
リ
ン
グ
ロ
フ
が
脚
注
で
提
示
し
た
読
み
は
イ
タ
リ
ッ
ク
で
示
す
。

+++

は
シ
ュ
リ
ン
グ
ロ
フ
が
示
し
た
写
本
の
欠
損
部
分
。... 

は
筆
者

に
よ
る
省
略
と
す
る
。（
以
下
同
）。

（
19
） Yogalehrbuch, 152V

3–4: [ta]to bhagavāṃ
 cch(u)[d]

(dhāvāsadevapariv)[ṛ](to dakṣiṇe padm
aka)rṇikāyāṃ

 niṣīdati 
śu

d
d

h
ā

v
ā

śā
ś c

a d
e

v
ā

ḥ p
a

tre
ṣu ā

ry
a

m
a

itre
y

a
ḥ 

bodhisatvagaṇaparivṛtaḥ vām
e pārśve padm

a(kar)[ṇ](i)kāy(āṃ
 

niṣīdati bo)dhisatvāḥ pa(t)r(eṣu) / 

（
11
） 『
婆
沙
論
』（
八
九
〇
中
五
～
二
七
）
参
照
。

（
11
） 

前
註
（
11
）
参
照
。

（
11
） 『
禅
秘
要
法
経
』（
二
六
八
上
一
五
～
一
八
）
参
照
。

（
13
） 

宮
坂
宥
勝
（
一
九
七
〇
、
一
二
四
～
一
二
五
頁
）
参
照
。

（
11
） Yogalehrbuch, 118V

3–5 : +++ pūrṇam
 āśrayaṃ

 vāyubhiḥ paśyati 
/ sarvasrotobhir vāyūn praviśato +

+
+ ... +

+
+ (taila)

hradanim
agnaṃ

 cātm
ānaṃ

 sarvasrotobhis tailena praviśata iti 
sarvak[ā](yapratisaṃ

vedanāyām
 /) +++ ... tailahradanim

agnaṃ
 

cākāśāvaṣṭabdham
 u[pa](r)i [t]ailadhār(ābhiḥ siṃ

)cyam
ānaṃ

 
prasrabdhakāyasaṃ

skār(atāyām
 /)

（
15
） Yogalehrbuch, 160R

2–4: [tata](ḥ ṣaḍdhātu)m
aṇḍalair lokaṃ

 
pūrṇaṃ

 paśyati ākāśāc ca tailadhārāḥ patitāḥ sarvāṇi m
aṇḍalāni 
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kaṃ
payaṃ

ty ... / 
（
11
） 

た
だ
し
「
仏
随
念
章
」
で
は
仏
法
の
浸
透
を
意
味
す
る
箇
所
も
あ
る
。

こ
こ
で
は
不
共
法
の
念
処
を
説
明
し
て
、
次
の
よ
う
に
観
想
す
る
と

説
く
。

 「
武
器
を
持
ち
、
油
の
壺
を
手
に
し
た
（tailabhājanahasta

）
三
人

の
も
の
た
ち
が
現
れ
る
。
…
教
え
の
本
体
（dharm

aśarīra

）
が
仏
の

身
体
（buddhāśraya

）
と
し
て
現
れ
る
。
そ
れ
よ
り
生
じ
た
、
教
え

の
本
体
と
し
て
放
た
れ
た
諸
々
の
光
線
に
よ
っ
て
〔
仏
は
〕
世
界
を

遍
満
し
て
住
す
る
。
…
灌
頂
の
と
き
（abhiṣekakāle

）、+++

〔
油

が
？
〕
流
れ+++

遍
満
し
て
住
す
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
溶
け
て
、

頭
頂
の
割
れ
め
よ
り
〔
入
り
〕
彼
の
身
体
を
満
た
す
。」（Yogalehr-

buch, 165V
6–165R

3

）

　

文
脈
は
少
々
理
解
し
に
く
い
が
、
こ
れ
は
仏
不
共
法
の
観
想
を
説

い
て
い
る
か
ら
、
灌
頂
に
お
い
て
注
が
れ
る
液
体
は
仏
の
教
え
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
17
） 『
観
薬
王
薬
上
二
菩
薩
経
』「
時
に
藥
王
菩
薩
、
一
一
毛
孔
よ
り
百
億

の
摩
尼
珠
の
光
を
放
ち
、
諸
の
行
者
を
照
す
。
行
者
、
見
已
っ
て
六

根
の
淨
を
得
。
尋
時
に
即
ち
十
方
世
界
、
五
百
萬
億
那
由
他
の
佛
及

び
諸
の
菩
薩
を
見
、
爲
に
除
罪
甘
露
の
妙
藥
を
説
き
た
も
う
。
此
の

藥
を
服
し
已
っ
て
、
即
ち
時
に
皆
な
五
百
萬
億
旋
陀
羅
尼
門
を
得
。

…
是
の
時
行
者
、
諸
佛
を
見
る
に
因
る
が
故
に
、
即
ち
百
千
萬
億
の

觀
佛
三
昧
海
門
を
得
。」（
六
六
二
下
二
二
～
二
九
）

（
11
） 『
観
仏
三
昧
海
経
』「
人
の
瓶
を
執
り
て
藥
を
灌
ぎ
頂
に
入
る
が
如
し
。

其
の
状
色
貌
は
猶
し
醍
醐
の
如
し
。
頂
從
り
入
り
已
り
て
表
裏
に
貫

徹
す
。
爾
の
時
、
行
者
は
身
心
安
隱
な
り
。」（
六
六
四
中
二
六
～
二
八
）

『
観
仏
三
昧
海
経
』「
復
た
當
に
心
を
起
こ
し
て
一
の
藥
想
を
作
す
べ
し
。

先
ず
身
想
を
作
せ
。
身
想
既
に
成
ず
れ
ば
、
頂
を
開
き
て
空
な
ら
し
む
。

梵
王
の
想
を
作
し
帝
釋
の
想
を
作
す
べ
し
。
諸
天
の
手
に
寶
瓶
を
持

す
る
の
想
、
藥
を
持
ち
て
灌
ぐ
想
を
作
せ
。
藥
、
頂
に
入
る
時
、
遍

く
四
體
及
び
諸
脈
中
に
入
る
。」（
六
六
四
下
八
～
一
一
）

（
19
） 

打
本
和
音
（
二
〇
一
六
、
一
六
）
は
、
こ
れ
ま
で
『
観
弥
勒
菩
薩
上

生
兜
率
天
経
』
と
下
生
経
類
と
を
区
別
し
て
成
立
を
考
察
し
て
き
た

傾
向
が
あ
る
が
、
下
生
経
類
と
密
接
に
関
わ
る
『
中
阿
含
経
』「
説
本

経
」
に
『
観
弥
勒
菩
薩
上
生
兜
率
天
経
』
と
の
関
連
も
見
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
上
・
下
生
経
の
成
立
は
切
り
離
し
て
考
え
る
べ
き
で
は
な

い
と
述
べ
て
い
る
。

（
31
） 

松
本
文
三
郎
（［
一
九
一
一
］
二
〇
〇
六
）
で
は
、
大
乗
思
想
を
基
盤

と
す
る
『
弥
勒
大
成
仏
経
』
か
ら
『
弥
勒
下
生
経
』『
弥
勒
下
生
成
仏

経
』
が
抄
出
さ
れ
（
六
九
～
七
〇
頁
）、
阿
含
経
典
も
そ
の
影
響
を
受

け
て
い
る
と
見
な
す
が
（
九
五
頁
）、
赤
沼
智
善
（
一
九
三
九
、
二
〇

二
～
二
〇
三
頁
）
は
、
阿
含
経
典
か
ら
『
弥
勒
大
成
仏
経
』
が
成
立
し
、

『
弥
勒
下
生
成
仏
経
』
が
整
え
ら
れ
た
と
見
て
い
る
。

（
31
） 

上
原
和
（
一
九
八
五
、
五
九
頁
）
参
照
。

（
31
） 

立
川
武
蔵
（
二
〇
一
五
、
七
二
～
七
三
頁
）
参
照
。

（
33
） 
宮
治
昭
（
一
九
九
二
、
二
八
八
頁
）
参
照
。

（
31
） 
図
１
・
２　

The M
etropolitan M

useum
 of A

rts. [O
A

] https://
w

w
w.m

etm
useum

.org/art/collection/search/38788 searchField=A
l

l&
am

p;sortB
y=R

elevance&
am

p;ft=m
aitreya&

am
p;offset= 20&

a
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m
p;rpp=20&

am
p;pos=29

　
　

 

図
３
『
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
遺
宝
』（
ぎ
ょ
う
せ
い
）
一
九
九
六
年
（N

o. 
31

）
よ
り
転
載
。


